
第５学年２組 道徳学習指導案 
                                  指導者 

本時のひと工夫 ねらいとする価値に迫る，役割演技と問題解決的な学習の展開の工夫 
 
１ 主題名   公正・公平  ４－（２） 
 
２ ねらい 

 いじめをなくすための解決策を考えることを通して，不正な行為は許さないという公正で公平な

態度を育てる。 
 
３ 主題設定の理由 

(1) ねらいとする指導内容について 

ねらいとする内容項目４－(2)は，「だれに対しても差別することや偏見をもつことなく公正，公

平にし，正義の実現に努める。」ことである。様々な人との関わりの中で，だれに対しても差別す

ることや，偏見を持つことなく接することを学ぶのは，大変重要である。特に，いじめは社会問題

となっており，世論を賑わせている。児童も「いじめは絶対にだめだ」ということは理解している。

しかしながら，だめだと頭で分かってはいても，いざ身の回りで問題が起きたとき，公正・公平な

行動をとることは難しい。普段から不正な行為は絶対に行わない，許さないという断固たる態度を

育てることが大切である。 

そこで，いじめという身近な差別や偏見に向き合い，だれに対しても公正・公平な態度で行動し

ようとする態度を育てたいと考え，本主題を設定した。 

 

(2) 児童の実態         平成 28年 6月 17日実施（男子 14人 女子 13人 計 27人） 

事前調査の結果から，ほとんどの児童が，いじめはどんな理由があっても行ってはいけないと考

えている。普段の様子を見ていると，自分がしている行為が，友達にとってはいじめに思われるか

もしれないという視点は育っていない。そのせいか，遊びの延長から暴力をふるったり，口調が厳

しかったり，人にされて嫌なことをしてしまったりしている姿が見られる。 

指導に当たっては，問題解決的な学習を展開し，当事者の立場に立って，「考え，議論する」中

で，考えを深められるようにする。また役割演技を通して，いじめられる当事者の気持ちにも気付

けるようにする。 

 

(3) 資料について（資料名 「いじめについて考える」 出典 私たちの道徳） 

本資料は，『私たちの道徳 小学校５・６年』P134掲載「このようなとき，あなたならどうしま

すか。」である。 

掃除の時間にＡさんの仕事であるゴミ捨てを，ＢさんがＣさんに押しつける。しかし，Ｃさんは

嫌がることをしないという内容であり，いじめの発生が感じられる資料である。また，様々な立場

でいじめについて考えことができる資料である。 

問題を解決するためにどのような行動をすれば良いのか，いじめにつながる場面を設定し，被害

者，加害者の立場に特化して，その立場に立って様々な解決策を考え，ねらいとする価値に迫りた

い。 

１ いじめは理由があればやっても良い。 

 ・はい…０人   ・いいえ…26人   ・未回答…１人 

 

２ いじめとは具体的にどのようなものですか。（自由記述） 

 ・暴力…９人      ・悪口…９人       ・人にされて嫌なこと…８人 

 ・仲間はずれ…３人   ・物を取られる…３人   ・その他…３人 

 ・未回答…３人 

 
 



４ 展開 

過程 主な活動と発問 予想される児童の反応 支援の手立てと評価 
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１ いじめとは何か考
える。 

 〇いじめとはどのよう
なものでしょうか。 

 
 
 
 
２ 資料を読んで，解

決策を考える。 
 〇資料を読んで何が

問題だと思いま
したか。 

 
 
 
 
 
 
 〇どうすれば良かっ

たと思いますか。 
 
 
 
 
 
◎よりよい解決策は何
でしょう。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
３ 今までの自分をふ

り返る。 
 ・今まで，だめなこ

とはだめと人には
っきり言うことが
できましたか。 

 
４ 教師の説話を聞

く。 
 

･ 人の悪口を言う。 
･ 人の物を盗む。隠す。 
･ 意地悪をする。 
･ 仲間はずれにする。 
･ 絶対にしてはいけないも

の。 
 
 
 
 
･ Ｂさんがいじめをしている

こと。 
･ ＡさんがＢさんに注意でき

なかったこと。 
･ Ｃさんがはっきり嫌だと言

わないこと。 
･ 周りの人がＢさんに注意で

きなかったこと。 
 

･ ＡさんがＢさんに注意をす
る。（解決策１） 

･ Ｃさんが自己主張する。（解
決策２） 

･ 怖いから言えない。 
･ 代わりに，友達や先生に相

談する。（解決策３） 
･ ＡさんはＣさんのことを考

えてはっきり言うべきだ。 
･ Ｃさんは勇気が必要だけ

ど，嫌だと言うべきだ。 
･ 自分から言えなくても，相

談する方法も良いと思う。 
･ どの方法も，いじめはだめ

だという方法だと思う。 
 
 
 
 
･ 何も注意できなかった。 
･ 一緒になって楽しんでしま

った。 
･ 今までは言えなかったけれ

ど，これからはだめだとは
っきり言いたい。 

 

･ アンケート結果を掲示する。 
･ 文部科学省のいじめの定義を知

らせ，身の回りにもそのような
ことがないか，自分のこととし
て考えられるようにするととも
に，ねらいとする価値への方向
付けを行う。 

 
･ 解決策のみを答える場合は，考

えた理由も含めて考えを述べさ
せ，解決策がもたらす結果につ
いても予想することで，多面的，
多角的に解決策を考えられるよ
うにする。 

･ Ｂさんに注意をしたり，はっき
り言ったりする方法しか意見が
出なかった場合は，「みなさんは
Ｂさんにそこまで言えますか。」
という補助発問を用意し，言え
なかったからこそいじめが継続
することに気付かせ，友達に相
談することも解決策の一つにな
ることに気付かせるようにす
る。 

･ 最初に３つの解決策からひとつ
を選ばせ，２人１組になり役割
演技をしながら，シナリオに沿
って演技することで，よりよい
解決策かどうか再検討できるよ
うにする。 

･ 同じ解決策の人，違う解決策の
人同士での役割演技を行わせ，
他の立場に立った気持ちや解決
策の良さにも気付けるようにす
るとともに，具体的な行動につ
いてのスキル学習としていける
ようにする。 

 

 
 
･ 教師が「私たちの道徳」の資料「い
じめている君へ」を朗読し，今日
の内容を今後の生活に生かして
いくことを伝える。 

 
５ 他の教育活動などとの関連 

総合的な学習の時間の福祉活動を通して，現代社会がだれに対しても差別することや偏見をもつ
ことのない社会を目指していることについて理解を深め，公正，公平に接する心情を育てる。 

不正な行為は許さないという公

正で公平な態度で人と接しよう

とする気持ちが高まったか。 
（発表・ワークシート） 



６ 話合いの様子 
○いじめとはどのようなものでしょう。 
・暴言や悪口を言う。 ・物を隠す。盗む。 
・仲間はずれにする。 ・暴力をふるう。 
 
○資料を読んで何が問題だと思いましたか。 

・Ｂさんがひどいこと。 ・Ｃさんが優しすぎること。 

・Ａさんの考えが甘いこと。 ・全員がそれぞれ悪いこと。 

 

○問題を解決するためには，どうすればよいと思いますか。 

・Ｂさんがごみを押し付けることをやめる。 ・Ｃさんが「いやだ。」と言う。 

・ＢさんにＡさんが注意をする。 ・友達や先生，親に相談する。 

 

◎よりよい解決策は何でしょうか。 

・どの方法でもよいと思う。 

・Ｂさんに直接言うのは怖いから，相談する案が良かった。 

・ひとりで抱えていないで，周りに言った方がいい。 

・ＡさんとＣさんが協力してＢさんに言うこともありだと思う。（新しい解決策） 

 

〇今までをふり返って（ワークシート） 

・今までは友達に合わせてしまった。 
・友達に逆らうことができず，注意ができなかった自分が情けなかったと気付いた。 
・今までは不正な行為を見ても「別にいいや」と思っていたけれど，これからは助けてあげたい。 
・やられている友達がいたら，一緒に解決策を考えてあげたい。 
・これからは，だめなことはだめと注意をする。 

 
＜ロールプレイの様子＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
７ 成果と課題 

この授業を振り返り，児童が「今まで友達に合わせて，不正な行為だと分かっていてもやってしま

ったことがあった」と気付くことができた。ロールプレイをすることで，自分だったらどうするか，

どうしたいかということを具体的に考えることができた。しかし，ロールプレイを楽しむだけで満足

している児童もいた。普段の生活の中でどのように生かすことができるのか，さらに話合いを深めて

いく必要性があると感じた。また授業の時間だけでなく，日々の教育活動全体を通じて，いじめを許

さない風土づくり，不正を許さない公正さを育てる指導を行うことの重要性を改めて実感した。 
 
Ⅱ 道徳の時間や道徳教育を実践する上での課題について 

・自分のこととして真剣に考えることのできる題材や展開の工夫 
・議論を深めるための工夫 
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） 
①
Ａ
さ
ん
が
Ｂ
さ
ん
に
注
意
を
す
る 

Ａ
「
当
番
で
な
い
Ｃ
さ
ん
に
押
し
つ
け
た
ら
、
い
じ
め
に
な
る
よ
。
」 

Ｂ
「
こ
ん
な
の
は
い
じ
め
じ
ゃ
な
い
よ
。
だ
っ
て
Ｃ
さ
ん
は
気
に
し
て
な
い
か
ら
。
」 

Ａ
「
笑
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
本
当
は
Ｃ
さ
ん
も
困
っ
て
い
る
ん
だ
。
」 

Ｂ
「
何
も
言
っ
て
こ
な
い
か
ら
大
丈
夫
だ
よ
。
」 

Ａ
「
大
丈
夫
じ
ゃ
な
い
よ
。
Ｃ
さ
ん
は
優
し
い
か
ら
言
わ
な
い
だ
け
で
、
こ
れ
は
完
全
な
、

い
じ
め
だ
よ
。
」 

Ｂ
「
だ
、
だ
っ
て
・
・
・
」 

 

②
Ｃ
さ
ん
が
Ｂ
さ
ん
に
自
己
主
張
す
る 

Ｂ
「
早
く
ご
み
捨
て
行
っ
て
こ
い
よ
。
」 

Ｃ
「
僕
は
当
番
で
な
い
か
ら
、
行
く
必
要
は
な
い
よ
。
」 

Ｂ
「
い
つ
も
は
何
も
言
わ
ず
に
行
く
じ
ゃ
な
い
か
。
」 

Ｃ
「
い
つ
も
君
が
僕
に
押
し
つ
け
る
か
ら
だ
よ
。
で
も
本
当
は
嫌
な
ん
だ
！
」 

Ｂ
「
そ
れ
な
ら
、
そ
う
言
え
ば
い
い
じ
ゃ
な
い
か
。
」 

Ｃ
「
君
が
怒
る
と
怖
い
か
ら
、
な
か
な
か
言
い
出
せ
な
か
っ
た
ん
だ
よ
。
」 

 

③
友
達
や
先
生
に
Ｂ
さ
ん
の
こ
と
を
相
談
す
る 

Ａ
・
Ｃ
「
Ｄ
さ
ん
、
あ
の
ね
・
・
・
。
」 

Ｄ 
 
  

「
ど
う
し
た
の
？
何
か
あ
っ
た
？
」 

Ａ 

「
最
近
Ｃ
さ
ん
が
、
Ｂ
さ
ん
に
ご
み
捨
て
を
押
し
つ
け
ら
れ
て
い
る
み
た
い
な 

ん
だ
。
」 

Ｃ 

「
実
は
、
最
近
Ｂ
さ
ん
に
、
ご
み
を
捨
て
て
こ
い
っ
て
押
し
つ
け
ら
れ
る
ん
だ
。 

僕
は
当
番
じ
ゃ
な
い
の
に
。
」 

Ｄ 
 
  

「
え
、
Ｂ
さ
ん
ひ
ど
い
ね
。
や
め
ろ
よ
っ
て
言
っ
て
み
た
？
」 

Ａ
・
Ｃ
「
い
や
、
な
か
な
か
言
え
な
く
て
。
Ｂ
さ
ん
て
ち
ょ
っ
と
怖
い
じ
ゃ
ん
。
」 

Ｄ 
 

「
確
か
に
。
言
い
づ
ら
い
よ
ね
。
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
、
一
緒
に
考
え
よ
う
か
。
」 

どちらか 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

名
前
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

 

そ
う
じ
の
時
間
で
す
。
ご
み
箱
に
た
ま
っ
た
ご
み
を
、
最
後
に
収
集
場
所
に
捨

て
に
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
当
番
だ
っ
た
Ａ
さ
ん
が
ご
み
箱
を
持
っ
て
行
こ

う
と
す
る
と
、
Ｂ
さ
ん
が 

「
Ａ
は
行
か
な
く
て
い
い
よ
。
」 

と
言
い
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
、
Ｃ
さ
ん
に
向
か
っ
て
、 

「
Ｃ
、
お
前
が
行
け
よ
。
」 

と
言
っ
て
、
Ｃ
さ
ん
に
ご
み
箱
を
お
し
つ
け
ま
し
た
。 

                  

  



今
ま
で
を
ふ
り
返
っ
て 


